
石井勲の漢字教室 1 Ⅱ 漢字教育に生きて対談・回想の漢字教育運動対談者 吉田 昇（お茶の水女子大学教授） （「教育技術」昭和 46 年 3 月号） 

幼稚園を中心に次第に浸透 

 

吉田 いまどのくらいに運動の広がりが出てきているわけですか。 

石井 三年ほど前に、大阪のある幼稚園ではじめられた運動が、大

阪でにわかに広がりまして、いまでは二、三百くらいの幼稚園、

人数にすると一、二万人でしょうか、そのくらいのものが、この実

験に参加しています。 

吉田 小学校のほうはいかがですか。あまり普及しない……？ 

石井 あまり條及しません。 

吉田 指導要領なんかがあって……？ 

石井 それが妨げですね。 

吉田 先生が 14 年間実践されて、ある程度いいということがわかって

いるんだから、それをやってみたくないという人は別ですけれど

も、やってみようという人はやれるようでないと困りますね。 

石井 ところが、やろうという人たちが、校長に願い出ると校長がそれ

を押える。また校長がやろうと思っても、それを政行委員会が押

えるというようなところが非常に強いんですね。指導要領にちゃ

んと忠実にやってくれればそれでけっこうだ、それ以上よけいな

ことをやるなという傾向が強くて、非常に残念に思うんです。 




